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１．はじめに 

床版 
連続合成桁の中間支点付近では負曲げモーメ

ントによる引張力が大きくなると，床版コンクリ

ートに発生するひび割れを回避するのは通常困難

である（図-1）．このひび割れからは路面水等が床

版内面に浸入し，走行車輌の繰り返し載荷により，

床版耐久性の大幅低下を招くことが知られている． 
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ゴムラテックスコンクリート適用 

連続合成桁では，中間支点付近の床版に作用す

る引張力に対して種々の対処方法が検討されてい

る．ここでは，中間支点付近の床版に橋軸方向の

プレストレスを導入せずに，ひび割れを回避，も

しくは減少させる連続合成桁の工法の一つとして，

スチレンブタジェンゴム(SBR)を主原料とするポ
リマーセメント（以下，ゴムラテックスと呼ぶ）

を混入したコンクリートを施工する工法について

提案するものである 1)-3)． 
図-1 連続桁中間支点上のひび割れ 

２．ひび割れ制御対策 
プレストレスしない連続合成桁は，中間支点部床版コンクリートにひび割れ発生を許容し，ひび割れ幅の

推定計算を行い許容値以下であることを照査している．欧州諸国規定やコンクリート標準示方書等ではこの

ような考え方が示されている 4)．一方，プレストレスする連続合成桁には，死荷重状態ではひび割れない等

の規定を設けるパーシャルプレストレスの考え方がある 5)，また，完全合成桁を目指した設計ではプレスト

レスで断面が決まるなどの不合理

があり，施工も困難となる 5)． 
一方，J. Lebetらは，現場計測，
実験および数値解析等により，コ

ンクリートの各種ひび割れ制御対

策を検討している 6)．各種ひび割

れ制御対策の有効性について，表

-1に整理した． 
ひび割れ制御対策としては，プ

レストレスしない工法とプレスト

レス工法に大別できる．前者のう

ち，施工順序の最適化と膨張コン

クリートの使用については，連続

合成桁では一般的に行われている．繊維補強コンクリートには，鋼繊維やガラス繊維などを使用する方法が

あるが，補強材料の種類が多くて多様な性能が示されており，個別に施工性と経済性を検討する必要がある．

パイプクーリング，プレクーリングを床版工事に採用している国内事例はほとんどないが，比較的長支間橋 

表-1 各種ひび割れ制御対策の有効性 

有効性 
ひび割れ対策 

30m-60m 60m-90m 
施工性 経済性 

施工順序の最適化(支間部から) ○ ○ 要検討 ○ 

膨張コンクリート ○ △ ○ ○ 

ゴムラテックスコンクリート △ ○ 要検討 ○ 

繊維補強コンクリート △ △ △ △ 

プレス

トレス

しない

工法 
ﾊﾟｲﾌﾟｸｰﾘﾝｸﾞ,ﾌﾟﾚｸｰﾘﾝｸﾞ 不要 有効 要検討 △ 

ジャッキアップダウン ○ △ △ △ 

合成後ケーブルプレストレス ○ △ △ × 

プレス

トレス

工法 合成前ケーブルプレストレス 不要 ○ 困難 × 
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梁においては，コンクリートの硬化課程で発生する水和熱の影響を無視できないことが報告されている 6)． 
後者のプレストレス工法では，ジャッキアップダウン工法と合成後のケーブルプレストレスが代表的であ

り，国内の施工実績も数多く見られる．合成前ケーブルプレストレスとは，鋼桁と床版を分離施工しておき

プレストレス導入後に合成させるという方法である．適用に際しては施工上の技術的課題があるので，経済

性を含めた検討が必要である． 

３．ゴムラテックスコンクリートの特徴 

 

ここで提案するゴムラテックスコンクリートは，表-2に示すスチレ

ンブタジエンゴム(SBR)をベースにしたゴムラテックス乳剤を混入し
たポリマーセメントコンクリートの１種である．ポリマーセメント比

P/C（セメント重量に対するゴムラテックス中のポリマー重量の比）
を 10%～20%程度に設定し，普通コンクリートの配合に添加する． 
同様のスチレンブタジエンゴムを混入したモルタルについては，従

来より，倉庫床，駐車場，貯水タンクおよび屎尿

処理場などの建造物に数多くの適用事例がある．

P/C が 5.5%～11%のモルタル試験供試体を製作
し，圧縮強度試験および引張接着強度試験を行っ

た．同一のセメント量である普通モルタルとの強

度比を表-3に示す．普通モルタルに比べて圧縮強

度で 1.5 倍以上，引張接着強度で５倍程度の優れ
た特性を示していることがわかる 1)．また，繰り

返し引張荷重による疲労試験や曲げ変形試験によ

り，引張強度と鋼材への変形追従性が高いことを

確認している． 

表-3 ゴムラテ

項  目 水(%) 

普通モルタル 100 
75 
62 

ゴムラテックス 
モルタル 

50 

※ 普通モルタ

※ ｺﾞﾑﾗﾃｯｸｽの混入比率は，

これらの結果から，コンクリートにゴムラテックスを混入することにより

形に対する追従性が高い，ひび割れに強い床版となることが期待される．ま

性が高まることから，床版の長寿命化や合成桁の経済設計にも繋がるものと

４．今後の展開と課題 
（１）ゴムラテックスコンクリートに

鉄筋を埋め込んだ図-2 に示す角柱

供試体を製作し，ひび割れ性能を確

認するための鉄筋両引き試験を実

施中である． 
（２）同時に圧縮強度，割裂引張強度，

スランプ，弾性係数，乾燥収縮など

の基本物性についても確認している． 

100 
非定着 

1000 
定着

図-2 鉄筋両

（３）実橋連続桁の中間支点部床版に適用を検討しているが，ゴムラテック

ど施工方法および品質管理方法の確立が今後の課題とされている． 
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表-2 ゴムラテックスの性状 

外       観 乳 白 色 

全 固 形 分 (%) 45.0±1.0% 

P            H ９±１ 

粘  度 （20℃） 200mPa･s以下 

見 か け 比 重 1.00±0.05 
ックスモルタルの性能 

ｺﾞﾑﾗﾃｯ

ｸｽ (%) 
P/C 
(%) 

圧縮 
強度比 

引張 
強度比 

0 0 1.00 1.00 
25 5.5 1.58 5.21 
38 8.3 1.78 5.18 
50 11.0 2.03 5.84 

ルを 1.00としたときの強度比で表す． 

ﾗﾃｯｸｽ重量/（水重量+ﾗﾃｯｸｽ重量）で表す． 

，引張強度が大きく，鉄筋の変

た，圧縮強度・引張強度・水密

期待される． 

鉄筋比 2.9% 

100 

50 
50 

50 100 
非定着 

100 
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